





         最尤推定量に含まれない情報の一部蘇生について
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         有限型フォン・ノイマン環の相対エントロピー
                                   吉 田 裕 亮
 PimsnerandPopa（1986）により導入された有限型フォン・ノイマン環Mの，その部分フォン・ノ
イマン環Nに対する相対エントロピー∬（MlM）について研究を行なった．主に，一般の有限型フォ
ン・ノイマン環Mとその部分フォン・ノイマン環Mにおいて，Mが因子環の場合にどのようにして環
元されるかということ，及びMからMへの条件付き期待値の分解を考えることにより相対エントロ
ピーH（M l w）の計算において有用た公式が幾つか得られた．
